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小平家の系譜（江戸後期～明治初期）

明治以降に続く！

（川原田村大橋家

から婿養子）

（野中村水沼家か

ら婿養子）

（嘉永6年6/26生）

（昭和3年3/5没76歳）

（天保９年1838年没72歳）

（明治13年没93歳）

惣八

（重之）

志げ 女儀平浪平

皆川の藩士が合戦場に土着。小平家が歴史に再登場するのは18世紀中頃である。

女

（古河の一

井屋（酒

屋）に婿養

子へ）

屋敷を手放し東京へ（没落）

憲 とも子（水戸の桜井家

に嫁すも没落）

弓田彌平（倭

町にて漆器

商）

宇都宮の妾宅へ

別居（明治24年

死去）

毛塚彌太郎

（栃木にて

茶・陶器商）

貞司（50歳で死

去）

「二竹」と号す

る絵師（40歳に

て死去）

大澤休右

衛門

（明治2年結婚）

小平葉津子 佐右衛門

小平勢津子

（文久2年（1862年）没50歳）
川連の大豆生田家から嫁に（明治24

年8/6没）

大澤家の菩提寺は円通寺

（城内町）

（栃木城内町の大澤家か

ら婿養子；明治28年没47

歳）

ダイ（分

家富士屋

に入る）

利子（分

家高砂屋

に入る

当初浪平の学資

を出すと約束し

たが反故

儀兵衛

小平惣八
興志子（芳子）

（ヨシ）

小平千代子

（チヨ）

  （天保８年1837年


